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研究成果の概要（和文）：咽頭扁桃が薬剤耐性菌に暴露されることで反復性中耳炎を発症する乳幼児がいる。こ
の最大の要因は宿主側の免疫能であると考えられている。Ｍ細胞は鼻咽頭関連リンパ組織において病原微生物等
の外来抗原の取り込みを行い、粘膜免疫に重要な役割を担っている。このＭ細胞がその重要な内的要因であると
考えられた。 しかし｢咽頭扁桃におけるＭ細胞の量的あるいは質的状態のよくない患児では抗原の取り込み能が
減少し、初期免疫の機能が低下するために上気道難治性感染症および反復性中耳炎をひきおこしやすい｣という
仮説の立証はできなかった。

研究成果の概要（英文）：Some infants develop repetitive otitis media as pharyngeal tonsils are 
exposed to drug resistant bacteria. This maximum factor is thought to be the immunocompetence of the
 host side. M cells take up foreign antigens such as pathogenic microorganisms in nasopharyngeal 
related lymphoid tissues and play an important role in mucosal immunity. This M cell was considered 
to be an important internal factor. However,the hypothesis that "Inadequate quantitative or 
qualitative status of M cells in the pharyngeal tonsils decreases antigen uptake capacity and 
decreases the function of early immunity, leading to upper airway refractory infection and 
repetitive otitis media"  could not be proved.
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１． 研究開始当初の背景： 
咽頭扁桃が多量の薬剤耐性菌に暴露され

ても急性中耳炎を全く発症しない乳幼児も

いれば、反復性中耳炎となり頻回の通院治療

を余儀なくされる乳幼児もいる。この最大の

要因は宿主側の免疫能であると考えられて

いる。Ｍ細胞はパイエル板と鼻咽頭関連リン

パ組織（Nasopharynx-Associated Lymphoid 

Tissue;NALT）において病原微生物等の外来

抗原の取り込みを行い、粘膜免疫に重要な役

割を担っているが、申請者はこのＭ細胞がそ

の重要な内的要因であると考えた。今回 ｢咽

頭扁桃におけるＭ細胞の量的あるいは質的

状態のよくない患児では抗原の取り込み能

が減少し、初期免疫の機能が低下するために

上気道難治性感染症および反復性中耳炎を

ひきおこしやすい｣という仮説の立証をおこ

なった。 

 
２． 研究の目的 

申請者らは今回、１．反復性中耳炎に罹患

する乳幼児の免疫能の弱さは何に起因する

のか。２．十全大補湯（JTT）の投与により

なぜ反復性中耳炎は治癒にいたるのか。とい

う二つの命題に対して｢咽頭扁桃におけるＭ

細胞の量的あるいは質的状態のよくない患

児では抗原の取り込み能が減少し、初期免疫

の機能が低下するために薬剤耐性菌が上咽

頭粘膜に定着し、難治性上気道感染症および

反復性中耳炎に至りやすい｣、｢JTT により咽

頭扁桃のＭ細胞が量的または質的に改善さ

れ反復性中耳炎が治癒する｣という仮説をた

て、その立証をおこなった。 

 
３． 研究の方法 
１）反復性中耳炎罹患児のアデノイド組織と、

閉塞性睡眠時無呼吸症候群の症状改善目的

にアデノイド切除を行ったアデノイド組織

におけるＭ細胞の質的および機能的相違に

ついて解析した。２）JTT 投与による反復性

中耳炎の制御に、NALT のＭ細胞の発現度お

よび取り込み能が関与しているかどうか検

証した。 

 
 
４． 研究成果 

1)マウスを JTT 投与群と非投与群に分け、そ

れぞれの咽頭扁桃におけるＭ細胞の発現度

および取り込み能を比較した。JTT 投与によ

り、Ｍ細胞の発現度あるいは取り込み能には

有意差を認めなかった。 

 2)RANKL欠損マウスに対してJTTを投与し、

その咽頭扁桃におけるＭ細胞の発現度を検

討した。JTT によりＭ細胞の欠損の回復は見

られなかった。 

 3)JTT 投与により反復性中耳炎が治癒し、

かつ睡眠時無呼吸のためにアデノイド切除

をおこなった患児 5例と、反復性中耳炎が治

癒しない患児 5例、コントロールとして睡眠

時無呼吸のためにアデノイド切除をおこな

った患児5例の咽頭扁桃組織を用いてＭ細胞

の発現度を解析した。JTT 投与により反復性

中耳炎が治癒し、かつ睡眠時無呼吸のために

アデノイド切除をおこなった患児群の発現

度が高い傾向をしめした。 
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